
 

Admission Free 

Yoshida-South Library, Kyoto University 

We welcome interna-
tional students!  

Library Commons at Yoshida-South library is going to pre-opening  

Yuki Sasaki 

Ayaka Sato 

Library commons 

“Dai San Koto Chugakko” (Third Advanced Junior High School) and Kyoshi Takahama 

Hyakumanben Haiku Gathering Part2 



 

京都大学吉田南総合図書館（建物番号88） 

電話 075-753-6525 

メール a30yslib@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

URL https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/yoshidasouthlib/index.html  

16:50- 受付開始 

17:00-17:05 講師紹介 

17:05-17:20 『壬辰会雑誌』と高浜虚子（佐々木幸喜） 

17:20-18:20 句会（佐藤文香） 

18:20-18:30 質疑応答 

 

1886（明治19）年、中学校令により設置された官立学校。全７

校。帝国大学への進学を目指す男子の基礎教育機関としての

性格が強かった。第三高等中学校は、現在の京都大学総合人

間学部、岡山大学医学部につながる。 

事前予約優先制です。（定員20名） 

フォームからお申し込みください。 

定員に達しない場合当日参加も可能です。 

２句事前投句（投句せず、選句からの参加も可） 

兼題「百」の文字を詠み込んだ秋の１句＋自由題１句 

投句締切 9/30（月） 

俳句結社「ホトトギス」を主宰して俳壇のボスとなった高浜虚子も、若

いころはワイワイ俳句を楽しんでいたようです。虚子の青春時代を想像

しながら、みなさんと句会ができるのを楽しみにしています。（佐藤） 

 

俳人としてはもちろん、詩人としてもご活躍中の佐藤さんとお送りする

10年ぶりの「百万遍句会」、どうぞお楽しみに！（佐々木） 

 

佐藤文香 さとう・あやか（俳人・詩人） 
 

1985年生まれ。兵庫県神戸市、愛媛県松山市で育つ。句集

に『海藻標本』（第10回宗左近俳句大賞）、『君に目があ

り見開かれ』、『菊は雪』、『こゑは消えるのに』。2014年

ごろから詩も書き始め、『渡す手』にて第29回中原中也

賞。編著に『俳句を遊べ！』、『天の川銀河発電所 Born 

after 1968 現代俳句ガイドブック』。共編著に『大人になるまでに読みた

い 15歳の短歌・俳句・川柳』、『おやすみ短歌』。漫画の監修や作詞、

句集のプロデュース、イベント等の企画も手がける。  

後に俳句雑誌「ホトトギス」を率いる高浜虚子（1874-1959）が、第三高等中学校に入学したのは1892年9月のことでした。学制の変更により、第三高

等学校が発足（1894）して間もなく仙台に移った虚子にとって、京都での生活は実質2年半。しかし、京都のことを「第二の故郷」と呼ぶほど、京都

とのつながりは公私にわたって続きました。プログラム前半では、第三高等中学校の校友会雑誌『壬辰会雑誌』（吉田南総合図書館所蔵）を手がか

りに、虚子と京都の関係を見ていきましょう。これまであまり知られていない10代後半の虚子の姿が見えてくるかも。プログラム後半は句会です。

事前投句をして句会に参加するのもよし、選句から句会に参加するのもよし、です。ぜひ一緒に俳句を楽しみましょう。  

佐々木幸喜 ささき・ゆうき（京都大学国際高等教育院 特定准教授） 

1986年生まれ。愛媛県松山市で育つ。博士（人間・環境

学）。専門は日本近現代文学。京都大学特定助教、岡山大

学講師を経て、2018年10月から現職。『安部公房✕科学』を

2025年春に刊行予定。 

←申込フォーム 

奥﨑摩耶 


